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概要 

関数型のレファレンス。CES型関数、Cobb-Douglas型関数、CDE型関数等。 
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1  CES型効用関数 

 

効用関数が CES型関数であるときの、支出関数、間接効用関数、補償需要関数、非補償需要

関数等。  

効用関数： 
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支出関数： 
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間接効用関数；  
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補償需要関数（ヒックスの需要関数）：Shepardの補題より 
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非補償需要（マーシャルの需要関数）：Royの恒等式より 
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補償需要の価格弾力性：  
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ただし、       
   は 財への支出シェア、    は  
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非補償需要の価格弾力性： 
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非補償需要の所得弾力性： 

   
     

 

    
   

 

 

 

2  Cobb-Douglas型効用関数 

 

効用関数： 
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支出関数： 
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間接効用関数：  
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補償需要関数：  

  
       

       

   
 

        

  
 

 

非補償需要：  

  
        

           

          
 

   

  
 

 

補償需要の価格弾力性：  

   
  

     
 

     
           

 

非補償需要の価格弾力性： 

   
  

     
 

     
      

 

非補償需要の所得弾力性： 

   
     

 

    
   

 

 

3  余暇を含んだ CES型効用関数 

 

効用関数： 効用は余暇と消費に依存する。 
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 (1)  

 

 

 は消費量、 は余暇量である。 

 

  を消費の価格、 賃金率、 を労働供給、 を労働所得以外の所得とすると、予算制約は次式

で与えられる。  

         (2)  

 

余暇と労働に使える総労働時間を 置̅くと、   ̅   と表現できる。また、    ̅   と定義

する。すると予算制約は  

        

と書き換えることができる。 

(1)の効用関数、(2)の予算制約式より、余暇への非補償需要は次式で与えられる。 
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労働供給は次式で与えられる。 

          ̅    

 

余暇需要を書き換えると 
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のように実質賃金   と実質非労働所得   の関数として表現できる。 

 

 

余暇需要の賃金弾力性：  
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            (3)  

ただし、  、  は以下のように定義される。  

   
  

 
         

  

 
 

 

 

4  CDE型関数 

 

効用関数が CDE関数（constant difference of elasticities function, Hertel, Horridge and 

Pearson 1992）であるケース。 

支出関数：効用関数が CDE関数であるとき、支出関数      は次のように implicitに定義

される。 
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     、    のとき、普通 CES関数となる。 

間接効用関数：  

              

 

補償需要関数： 
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非補償需要関数： 

  
         

            
 

補償需要の価格弾力性： 



5 
 

   
  

     
 

     
        [   ∑ 

 

               ]    

 

非補償需要の価格弾力性：  

   
  

     
 

     
    

       

 

非補償需要の所得弾力性： 
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5  代替の弾力性のカリブレーション 

 

 

5.1  消費と余暇の間の代替の弾力性のカリブレーション 

 

シミュレーションでは、労働供給の賃金弾力性の値を外生的に与えることにより、 消費と余

暇の間の代替の弾力性をカリブレートすることがある。以下、その方法を示す。 

まず、(3)を について解く。  

   
        

      
 

      

    
 (4)  

    ̅   という関係より、労働供給の賃金弾力性  と余暇需要の賃金弾力性  は以下の関係を

持つ。 
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 (5)  

ただし、      ̅ である。 

(4)と(5)より代替の弾力性を 以下のように表現できる。 

  
 

    
[  

  

     
   ] 

 

シェアを表す変数  、  はベンチマークデータから既知であるので、ベンチマークの労働供給

の賃金弾力性を与えてやれば、この関係により代替の弾力性をカリブレートできる。 

非補償労働供給の弾力性  ではなく、補償労働供給の弾力性  
 を使う場合には、 

     
     

という関係を使えばよい。ただし、       である。 

 

 

5.2  供給の価格弾力性に基づくカリブレーション 

 

全ての生産要素が可変要素であるのなら，生産関数の一次同次性より供給曲線は水平になる

が，特殊要素（specific factor）が存在する場合には供給曲線は右上りとなる。特殊要素が存在

するケースでは，供給の価格弾力性の値により生産要素間の代替の弾力性をカリブレートする

という方法が利用されることがある。 
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例えば，次のような CES 型生産関数を考える。 
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ここで   は特殊要素であるとし， の供給の価格弾力性を与えて、代替の弾力性 をカリブ

レートする。 

  の供給の価格弾力性： 

   
    

     
 

    

  

  

  

  

   

   

     
 

 

 
       

  

   
   

ただし、        
       

 
である。 

利潤最大化条件： 
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(6) より  
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ただし、 

  
   

   
 

     
 

 

  

  

      

  
        

   
  

   
 (7)  

(7) を について解く。  

  
      

 
 

ベンチマークにおける のシェア と価格弾力性  の値を決めてやれば、この関係によって代

替の弾力性 をカリブレートすることができる。 

 

6  技術進歩 

 

CES 生産関数で技術水準のパラメータが入るケース。 

生産関数：  
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   は技術水準パラメータ。 
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費用関数：  
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要素需要関数： 
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